
コンテナ船物流の現状とONEの対応について
国際物流に関する情報共有会合 2022年6月17日
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アジア発荷動き推移

• コロナ渦の落ち込みとその反動を超え、
コロナ前以上の荷動きが続いている。

• 北米航路の増量は顕著であり、欧州航
路・アジア域内航路も安定している。

• ４月以降はロシア/ウクライナ情勢・
上海ロックダウン・北米西岸労使交渉等
の懸念事項が、今後の荷動きへ影響を与
える可能性あり。800
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グラフデータの出典:
公益財団法人 日本海事センター
主要コンテナ航路荷動き動向
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FP1 - 輸出 FP1 - 輸入

月 WK数 運航数 欠便 臨時船 運航数 欠便 臨時船

１－３月 12 9 5 2 8 4 0

４－６月 13 12 2 1 14 4 5

PN1- 輸出 PN1 - 輸入

月 WK数 運航数 欠便 臨時船 運航数 欠便 臨時船

１－３月 12 4 8 0 5 7 0

４－６月 13 6 6 1 5 8 0

北米西岸の混雑状況推移 / 日本発着サービス運航数
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北米西岸滞船隻数推移（過去1年間）
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• 滞船数は大幅に改善してお
り、港湾労働者数も改善/安定
傾向

• 日本寄港サービス FP1/PN1  
運航数は改善傾向

• 西岸サービスの航海ラウンド
日数が改善中

<FP1 – 設計35日>
1月時点 70日> 現在 45日

<PN1 – 設計42日>
1月時点 77日> 現在 72日

本船の運航
スケジュールは

改善し、
日本輸出入の

スペース供給も
安定傾向にある
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北米西岸航路 懸念事項
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ONE扱い米国内陸鉄道荷動きの推移（週次）

ILWU (北米西岸港湾労組) 労使交渉(期限7月)

5月10日より交渉開始
現契約期限7月1日までに妥結となるか
交渉過程においてILWU側の交渉戦術となる

スローオペレーションの可能性

港混雑/滞船数増加(海側) 
ゲート混雑・貨物滞留(陸側)

内陸

ターミナル混雑改善により
内陸鉄道接続貨物の動きが改善

各港での入港隻数(=荷役本数)増

内陸鉄道輸送キャパシティ圧迫

港滞留貨物数増加(港混雑悪化)

沖待ち滞船数増加 / 欠便数増加

再度状況悪化の可能性!!
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ロシア・ウクライナ情勢 / 上海ロックダウン
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ロシア・ウクライナ情勢の影響

安全が確保できないことや各国制裁の影響により当社ロシアサービスは休止中。

<直接的影響>

経済制裁発令

多くの日本輸出貨物は積み戻し

<間接的影響>

原油価格（=燃料価格）の高騰

欧州経済の不透明感

上海ロックダウンの影響（６月１日に解除）

ゼロコロナ対策により、内陸における物流の動きに制約がかけられた。

上海港及び本船はオペレーション継続。

<直接的影響>

内陸物流の停滞により港が混雑

生産が落ち込み輸出量が大幅に減少

代替ルートとして最寄りの港(寧波等) ・
河川港 へ一部貨物が流入

<間接的影響>

中国の部品供給が滞り、周辺国の製造業
へ影響あり

多くの荷主(メーカー)において、部品供
給不足による生産減の影響で、日本の輸
出量が減少
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まとめ
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北米航路

今後もターミナルの混雑があり得る。

輸送需要が強い状況が続く。
サービス・スケジュールは回復、改善しているが、短期的な懸念事項あり。

ONE – 臨機応変に最適な配船体制を構築、スケジュール安定化に最善を尽くす

ONE – 顧客への前広な情報発信を継続

ロシア ウクライナ情勢・上海ロックダウン

内陸やフィーダー物流の目詰まり。

不確定要素が多く日本発着荷量にも影響あり。
ONE – (ロシア)各国の規制や状況に応じ、各国制裁・国際ルールを順守

ONE – (上海)貨物需要の変動に臨機応変に対応

ONEは安定した日本寄港サービス・キャパシティ供給に
最善を尽くします。
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終わりに
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日本はONEにとって最重要マーケットの一
つであり、今後とも１航海でも多く配船
し、コンテナ１本でも多く輸送するべく、
全社一丸となって取り組んで参ります。

ご清聴ありがとうございました。


